
・動画や画像の提示と実物の観察などの体験を組み合わせ、デジタルとリアルを効果的に統合した授業を展開する。【通年】
・「個別最適な学び」を推進し、校内で授業公開や教材研究を行い、指導力の向上を図る。【通年・全教員年２回以上】
・様々な教育データを「スクールダッシュボード」で可視化し、次時の指導に生かす【通年】
・ICTを活用して、調べる、学ぶ、話し合う、聞く、作る、協働するなどの学習を取り入れる【各単元で1回以上】
・表現方法の工夫、温かい人間関係づくりなどを通し、誰もが発言しやすい環境を整えることで表現力を高め、学級経営を含めた
授業力の向上を図る。【通年】

⇓

実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策

（１）デジタルとリアルを使い分け、様々な情報を取捨選択して活用する資質・能力
（２）自分の考えを整理し、筋道を立てて表現する力

評価（※）

B

学力向上策の
見直し

中間評価

変更なし

学力向上策の
実施状況

1学期は、温かい人間関係づくりによる発言しやすい環境構築（96%が意識）や、デジタルとリアルの効果
的な統合授業（84%が意識）が高水準で実践された。各単元でのICT活用も7割超で定着し、児童の思考・
表現を深める協働的な学びの基盤が整ってきている。一方、スクールダッシュボードの指導への利活用（「意
識した」は8%）は定着途上であり、教科間での活用差や個別最適な学びの具現化が課題として挙がった。2
学期以降は、教育データの利活用を促進するとともに、単元全体を見通した教材研究と授業公開を重ね、
探究的な学びの充実と更なる表現力の向上を図る。

⇓

③さいたま市学習状況調査結果の分析④

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

評価（※）

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

学力向上策の
実施状況

結果から考えられる
児童生徒の実態

　基礎的・基本的な内容の定着だけでなく、学んだことを活用して考える力も育っていることがうかがえる。特に国語
の「話すこと・聞くこと」や算数の「変化と関係」「図形」の領域で高い成果が見られ、相手や目的を意識して考えたり、情
報や数量の関係を整理して判断したりする力が身に付いていると考えられる。
　一方で、国語の「書くこと」や算数の「データの活用」、記述式問題の正答率は相対的に低く、資料や情報を基に自分の
考えを根拠立てて説明する力には課題がみられる。このことから、児童は思考する力や学習意欲は高いものの、考えた
内容を論理的に表現する力についてはさらに伸ばしていく必要があると考えられる。

⇓

特徴的な結果

　本校の平均正答率は、国語、算数いずれも県平均・全国平均を大きく上回っている。また、中央値や四分位の状況か
ら、上位層だけでなく中位層から下位層まで幅広く学力が定着していることがうかがえる。国語では「話すこと・聞くこ
と」や「情報の扱い方」、算数では「変化と関係」や「図形」の領域で高い正答率を示しており、情報を整理・活用しながら
考える力に強みがみられる。一方で、国語の「集めた情報を引用して、自分の考えが伝わるように書く」問題での正答率
が低く、「根拠を示しながら文章で表現する力」が必要である。算数の「データの活用」、記述式問題は他の領域に比べ
て正答率が低く、考えや根拠を文章や数学的な表現で説明する力に課題がみられる。

全国学力・学習状況調査結果の分析②

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和８年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【大谷場東小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）




